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厚生労働科学研究費補助金（化学物質リスク研究事業） 
（H29-化学-一般-004） 

分担研究報告書 
 

化学物質のハザード評価に関する研究 
 

研究分担者： 
高須 伸二（国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター病理部・主任研究官） 
小川 久美子（国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター病理部・部長） 
 

研究要旨 
これまでに、本研究事業において室内に存在する可能性がある化学物質 1698 種の名称、

性状、用途、毒性情報、感作性情報を網羅的に収集した「室内環境中の化学物質リスト 1698」
を開発した。しかしながら、未だばく露情報や毒性情報などを欠く化学物質もあり、懸念
が高い物質から検討していく必要がある。 
(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxaphosphorinan-5-yl)methyl methyl methylphosphonate 
(PMMMP)はカーテンなどの難燃化を目的に使用されている化学物質であり、実際にカーテ
ンや室内環境中からも検出されることから、ヒトへのばく露の可能性が懸念されている。
しかしながら、その毒性評価はあまりされていない。本年度は PMMMP の SD ラットを用
いた反復投与毒性試験のための用量設定試験を実施した。6 週齢の雌雄 Slc:SD ラットに生
理食塩水に溶解した PMMMP を 0.1、1 または 10 mg/kg の用量で 1 週間強制経口投与した。
その結果、1 週間の投与期間中に死亡動物はみられず、一般状態の変化も認められなかった。
さらに、投与終了時の器官重量においても PMMMP 投与による顕著な影響はみられなかっ
た。今後はより高い用量での用量設定の試験を実施し、毒性影響が認められる可能性があ
る条件下での反復投与試験を実施する。 
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Ａ．研究目的 
 
室内汚染の問題は、室内空気質ガイドライ
ンの作成によりその一部が解決されたが、
室内環境中に存在する化学物質は多種多
様であり、建材や家具等から発生する未規
制の化学物質の問題が残されている。本研
究では、実際に室内環境中に存在する可能
性のある化学物質の情報をもとに、その化
学物質のハザード評価を行うことを目的
する。 
昨年度までに、本研究事業において臭素

系難燃剤である decabromodiphenyl etherお
よび tris-(2,3-dibromopropyl) isocyanurateの
げっ歯類を用いたハザード評価を行い、そ
れぞれの毒性情報を提供した。そして、室
内に存在する可能性のある化学物質 1698
種の名称、性状、用途、毒性情報、感作性
情報を網羅的に収集した「室内環境中の化
学物質リスト 1698」を開発した。しかし
ながら、未だばく露情報や毒性情報などを
欠く化学物質もあり、懸念が高い物質から
より詳細な毒性情報を収集していく必要
がある。 

(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxaphos
phorinan-5-yl)methyl methyl 
methylphosphonate (PMMMP)はカーテンな
どの難燃化を目的に使用されている化学
物質であり、実際にカーテンや室内環境中
からも検出されることから、ヒトへのばく
露が懸念されている。しかしながら、その
毒性評価はあまりされていない。 
そこで、本年度は PMMMP の SD ラッ

トを用いた反復投与毒性試験のための用
量設定試験を実施した。 

 
Ｂ．研究方法 
 

6 週齢の雌雄 Slc:SD ラット各群 5 匹に
生理食塩水に溶解した PMMMP（不純物
として CAS No. 42595-45-9 を 20%含有）
を 0.1、1 または 10 mg/kg の用量で 1 週間

強制経口投与した。対照群には生理食塩水
を投与した。PMMMP 投与量は、室内ハ
ウスダストから検出された PMMMP 濃度
およびヒトが環境中からばく露されるハ
ウスダストの推定ばく露量を基に、推定さ
れる PMMMP ばく露量のおおよそ 10000、
100000 および 1000000 倍に相当する量に
設定した。投与期間中は一般状態を観察す
るとともに、体重を測定した。投与終了後、
肺、心臓、肝臓、腎臓、脾臓を摘出し、器
官重量の測定を行った。 

 
（倫理面への配慮） 

本試験は「国立医薬品食品衛生研究所動物
実験の適正な実施に関する規定」に基づき、
動物実験計画書を作成し、国立医薬品食品
衛生研究所動物実験委員会による審査を
受けた後、実施した。 

 
Ｃ．研究結果 
 
各群の平均体重を Figure 1 に示す。投与期
間中、何れの群においても死亡動物は認め
られず、一般状態の変化も認められなかっ
た。投与期間中の体重において、PMMMP
投与群に有意な変化は認められなかった。 
最終体重および器官重量の結果を Table 

1（雄）および 2（雌）に示す。投与終了
後の最終体重において、PMMMP 投与群と
対照群の間に有意な差は認められなかっ
た。また、PMMMP 投与群における器官重
量に関して、雌雄何れにおいても有意な変
化は認められなかった。 
 
Ｄ．考察 
 
PMMMP はカーテン等の難燃化を目的と
して使用される難燃剤の 1 つであり、実際
に室内環境中からも検出されていること
から、ヒトへのばく露の可能性が懸念され
ている。しかしながら、十分な毒性評価は
なされていない。このことから、本研究で
は PMMMP のハザード評価に資するデー
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タの取得を目的に、ラットを用いた
PMMMP の反復投与毒性試験を実施する
ための用量設定試験を実施した。 
その結果、1 週間の投与期間中には死亡

動物はみられず、一般状態の変化も認めら
れなかった。さらに、投与終了時の器官重
量においても PMMMP 投与による顕著な
影響はみられなかった。このことから、今
回の実験条件の投与量はラットを用いた
反復投与毒性試験に供することができる
と考えられた。 
 しかしながら、本研究ではヒトで推定さ
れるばく露量を基に用量設定を行ったた
め、より高用量における生体影響に関して
は不明である。化学物質のハザード評価に
おいて、投与に起因する毒性影響を明らか
にすることは重要であることから、今後は
より高い用量での用量設定の試験を実施
し、毒性影響が認められる可能性がある条
件下での試験が必要であると考えた。 

 
 
Ｅ．結論 
 
PMMMP のラットを用いた反復投与毒性
試験のための用量設定試験を、ヒトの推定
されるばく露量を考慮し実施した結果、本
実験条件下での PMMMP 投与による顕著
な影響はみられなかった。今後はより高い
用量での用量設定の試験を実施し、毒性影
響が認められる可能性がある条件下での
反復投与試験を実施する。 
 
Ｆ．研究発表 
1. 論文発表 

なし 
 

2. 学会発表 
なし 

 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 

1. 特許取得 

なし 
 

2. 実用新案登録 
なし 
 

3. その他 
なし 
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Figure 1. Body weights of male and female SD rats treated with PMMMP for 7 days.  
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